
ネットサービス・スタートガイド

クラス担任のための
特別編集

上記ほか2校の事例を『キャリアガイダンス』No.34に掲載しています。『キャリアガイダンス』誌は各高校の校長、教頭・副校長、進路指導部の先生方に無料でお届けしています

現
代
の
高
校
生
に
と
っ
て
、ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
。

そ
れ
ら
を
教
育
に
も
活
用
す
る
と
す
れ
ば
、ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

校長がブログを毎日更新
学校の日常を外部に伝える

明石北高校の校長・栗岡誠司先生は、ブログ「明石北高校
校長室」を毎日更新している。内容は授業や部活動など生徒
の活動の様子やイベントの告知と報告など。保護者向けに
始めたブログだが、話題を探してアンテナをより高く張れるよう
になったという自分にとってのメリットも感じている。継続の秘
訣は、気負わないこと。文章は長い日もあればごく短い日もあ
る。多くの人に読んでもらうため、保護者会などで案内するほ
か、名刺にブログアドレスの二次元バーコードを印刷し、名刺
交換をしたその場でブログを見てもらう工夫もしている。

● 文章は短くてもいいので、毎日必ず書く
● 校内の隅 ま々で目を配っていれば話題に事欠かない
● 二次元バーコードなどを活用して広報活動

［兵庫・県立明石北高校］

ブログ・ツイッター・SNSを
組み合わせて情報を発信

聖カピタニオ女子高校は、公式サイト内で4つのブログを運営。
キャリア教育についてのブログ「Mission C26」には、キャリア
教育関連のお知らせのほか、卒業生のキャンパスレポートや、
進路指導担当教員のメッセージも掲載している。ダイレクトに言
うより記事を通して伝えたほうが、生徒が素直に受け止めてくれ
ることもあると言う。ブログを更新すると、ツイッターとフェイスブッ
クにある同校の公式アカウントに、自動で更新情報が掲載され
る。最近は、ブログがきっかけでやりとりのあった新聞記者を招
き、仕事ガイダンスを行うなど、新しい展開も出てきている。

● 複数の教員で分担し、全体の更新頻度をあげる
● ツイッターとフェイスブックからも集客
● 単なる事実だけでなくメッセージをこめて人柄を出す

［愛知・聖カピタニオ女子高校］

2011年1月1日発行

け
、何
度
で
も
生
徒
を
励
ま
せ
る
の
で
す
」

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
理
解
し

安
全
な
活
用
を
心
が
け
る

　

メ
ー
ル
の
よ
う
に
手
軽
に
ネ
ッ
ト
上
で
情
報

発
信
で
き
る
の
が
ブ
ロ
グ
だ
。
私
立
崇そ

う
と
く徳

高
校

（
広
島
）の
小
林
一
成
先
生
は
、学
級
通
信
を
ブ
ロ

グ
形
式
で
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る

（http://kobayashischool.cocolog-nifty.
com
/blog/

）。以
前
か
ら
印
刷
し
た
も
の
を
配

布
し
て
い
た
が
、持
ち
帰
ら
な
い
生
徒
が
い
る
た

め
、プ
リ
ン
ト
配
布
に
加
え
ブ
ロ
グ
も
始
め
た
。

ブ
ロ
グ
に
コ
メ
ン
ト
欄
は
設
け
ず
、意
見
は
メ
ー

ル
で
受
け
付
け
て
い
る
。
ブ
ロ
グ
の
コ
メ
ン
ト
欄

は
荒
れ
や
す
い
の
で
、こ
の
方
式
が
賢
明
か
も
し

れ
な
い
。

　

ち
な
み
に
内
閣
府
の
消
費
動
向
調
査
に
よ

れ
ば
、パ
ソ
コ
ン
の
世
帯
普
及
率
は
07
年
に
７
割

を
超
え
て
い
る
。
ブ
ロ
グ
は
携
帯
電
話
か
ら
も

読
め
る
の
で
、生
徒
と
保
護
者
の
大
半
が
ブ
ロ

グ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
環
境
を
も
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

高
校
生
の
携
帯
電
話
の
所
持
に
つ
い
て
は
制

限
を
設
け
る
学
校
も
あ
る
が
、現
実
に
は
多
く

の
高
校
生
が
携
帯
電
話
を
も
っ
て
い
る
。
生
徒

と
の
連
絡
に
使
っ
て
い
る
先
生
も
多
い
だ
ろ
う
。

Ａ
先
生
の
よ
う
に
、積
極
的
に
活
用
す
れ
ば
新

し
い
展
開
を
生
み
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

気
持
ち
を
文
章
に
す
る
こ
と
で

思
考
を
整
理
で
き
る

　

メ
ー
ル
の
よ
さ
を
Ａ
先
生
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

次
々
と
ポ
イ
ン
ト
が
挙
が
っ
た
。「
ま
ず
、時
間
や

場
所
を
選
ば
な
い
こ
と
。
特
に
大
学
入
試
期
間

中
は
教
員
と
生
徒
が
離
れ
た
場
所
に
い
る
こ
と

も
多
い
の
で
す
が
、メ
ー
ル
な
ら
、地
元
を
離
れ

て
受
験
す
る
生
徒
を
励
ま
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、文
章
を
書
く
と
い
う
行
為
を
通
し

て
、生
徒
は
自
分
の
気
持
ち
を
整
理
で
き
ま

す
。メ
ー
ル
を
書
き
終
え
た
段
階
で
、相
談
し
よ

う
と
し
て
い
た
迷
い
が
晴
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い

よ
う
で
す
ね
。さ
ら
に
、繰
り
返
し
読
め
る
点
も

メ
ー
ル
の
よ
さ
。面
談
で
教
員
が
語
っ
た
言
葉
と

違
い
、メ
ー
ル
の
文
面
は
読
み
返
さ
れ
た
分
だ

　

学
校
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、ネ

ッ
ト
上
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
っ
た
り
す

る
な
ら
、ツ
イ
ッ
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
連
動
さ
せ
る

と
い
う
手
が
あ
る
。
下
段
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
１・２
の
２

校
と
も
ブ
ロ
グ
の
更
新
情
報
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

流
し
て
い
て
、そ
こ
か
ら
ブ
ロ
グ
を
訪
れ
る
人
が

か
な
り
い
る
と
言
う
。ツ
イ
ッ
タ
ー
内
に
は
教
育

関
係
者
も
多
く
、彼
ら
と
直
接
情
報
交
換
す

る
こ
と
も
可
能
だ
。ツ
イ
ッ
タ
ー
を
交
流
の
場
と

し
て
活
用
す
る
な
ら
、実
名
で
登
録
し
た
ほ
う

が
信
頼
を
得
や
す
い
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ら
、実
名
登
録

を
基
本
と
し
て
い
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
公
式
に

活
用
し
や
す
い
。

ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は

対
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

こ
こ
ま
で
様
々
な
ツ
ー
ル
を
紹
介
し
て
き
た

が
、言
う
ま
で
も
な
く
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
対
面

で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。冒
頭
で
紹
介
し
た
メ

ー
ル
は
、一
見
、刺
激
が
強
す
ぎ
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、日
頃
か
ら
Ａ

先
生
が
生
徒
と
信
頼
関
係
を
築
き
、「
努
力
し

た
先
に
、合
格
・
不
合
格
以
上
の
何
か
が
あ
る
」

と
伝
え
続
け
て
い
た
か
ら
こ
そ
、生
徒
の
胸
を

う
つ
メ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
日
、Ａ
先
生
は
就
職
活
動
を
終
え
た
教
え

子
か
ら
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
。
彼
女
は
Ａ
先
生

の
メ
ー
ル
を
保
存
し
て
何
度
も
読
み
返
し
て
い

て
、「
就
職
活
動
も
大
学
入
試
と
同
じ
。
頑
張

れ
ば
採
用
・
不
採
用
以
上
の
も
の
を
得
ら
れ
る

の
で
す
ね
」と
書
い
て
き
た
そ
う
だ
。軽
く
見
ら

れ
が
ち
な
デ
ジ
タ
ル
の
や
り
と
り
だ
が
、上
手
に

活
用
す
れ
ば
、深
い
人
間
関
係
を
築
く
助
け
に

な
る
。

大
学
入
試
期
間
中
は

メ
ー
ル
で
応
援
・
進
路
相
談

 

「
先
生
、数
学
や
ら
か
し
ま
し
た
。
悔
し
く
て
。

頭
の
な
か
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
、涙
出
て
く
る
し
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
気
休
め
で

い
い
か
ら
な
ん
か
言
葉
く
だ
さ
い
」

 

「
終
わ
っ
た
こ
と
は
ジ
タ
バ
タ
し
て
も
は
じ
ま
ら

ん
。
数
学
あ
き
ら
め
ろ
！
酷
や
け
ど
合
格
も
あ

き
ら
め
ろ
！
全
部
捨
て
ろ
！
み
ん
な
気
持
ち

切
り
替
え
ろ
と
言
う
と
思
う
。私
は
全
部
捨
て

な
い
と
気
持
ち
切
り
替
え
ら
れ
ん
と
思
う
。
泣

き
ま
く
っ
て
泣
き
疲
れ
て
朝
迎
え
る
と
、見
え

て
く
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
」

＊

　

こ
れ
は
九
州
の
あ
る
高
校
で
、大
学
入
試
直

後
の
生
徒
と
Ａ
先
生
が
交
わ
し
た
メ
ー
ル
の
ご

く
一
部
。
Ａ
先
生
は
、セ
ン
タ
ー
試
験
を
翌
日
に

控
え
た
生
徒
た
ち
に
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

記
し
た
プ
リ
ン
ト
を
配
り
、そ
こ
に
自
分
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
記
載
し
た
。そ
れ
か
ら
入
試
が
終

わ
る
ま
で
毎
日
、進
路
相
談
や
受
験
の
報
告
が

メ
ー
ル
を
介
し
て
行
わ
れ
た
。

本文中で触れたインターネット上のサービスについて、始め方を紹介

① ブログサービスは数多く提供されている。「ブログ　比較」で検索すると、各
サービスの違いを説明した記事がヒットするので、参考にしながら使うサービ
スを選ぶ。公式にブログを開設する場合は、広告が少ないか、非表示にでき
る機能がある（有料オプションの場合あり）サービスを選ぶといいだろう。

② 選んだブログサービスを検索してアクセスし、必要事項を入力してブログ
開設。

③ 記事の投稿は、記入欄に入力してボタンを押すだけ。写真も簡単にアッ
プできる。

① サイトやブログの広報に使える二次元バーコード
は、ネット上に多数ある二次元バーコード作成サイト
にアドレスを入力するだけで簡単につくれる。

② 作成した二次元バーコードは画像として保存し、名
刺などに印刷して使う。

①  「http://twitter.com」にアクセスし、
黄色の「登録する」ボタンをクリック。

③ 2つのゆがんだ単語が表示されるので、それを入力し「登録を完了」をクリ
ック。

④ 画面上の案内に従って、気になるユーザーを「フォロー」する。フォローの
追加や解除は簡単にできるので、まずはどんどんフォローして、ツイッター
の仕組みに馴れるとよい。

② フォームに「名前」「ユーザー名」「パ
スワード」「メールアドレス」を入力し、
「アカウントを作成する」をクリック。
名前は、漢字やひらがな、カタカナで
もOK。ユーザー名はアルファベット
で。頻繁に使うので、長すぎないほう
がベター。名前・ユーザー名共にほ
かのユーザーから見られるので、本
名を出したくない場合は仮名にす
る。あとから変更することも可能。

② 2つの単語がゆがんだ画像で表示されるので、それを入力し、緑の「登録」
ボタンをクリック。

③ 送られてきたメールのURLをクリックするとアカウント作成完了。画面上
の案内に従って、自分のプロフィールを細かく入力し、友だちを検索する。

★  「http://www.facebook.com」で、「アカウント登録」ボタンの下に書い
てある「著名人、バンド、ビジネスのためにファンページを作成」をクリック
すると、学校の公式ファンページを作成できる。

①  「http://www.facebook.com」に
アクセスし、フォームに「姓」「名」「メ
ールアドレス」「パスワード」「性別」
「生年月日」を入力。緑の「アカウン
ト登録」ボタンをクリックする。
Facebookは実名登録が基本とな
っている。

blog（ブログ）

二次元バーコード

twitter（ツイッター）

Facebook（フェイスブック）

明石北高校校長室の
ブログ画面と栗岡先生の名刺

Mission C26の画面と
同校のツイッター画面

発行所／（株）リクルート　本社　東京都千代田区丸の内1-9-2　グラントウキョウサウスタワー TEL 03-6835-1111（代表）
発行人／田中浩嗣　編集人／角田浩子　編集デスク／江森真矢子　編集スタッフ／伊藤敬太郎（業界図鑑／サバイバル知識／College Life Note）、清水由佳（悩み相談）、平井美里（1面／じぶんswitch!）　企画／小浜勇人、小林 浩、梶原博史 
アートディレクション／桑原 徹（KuwaDesign）　デザイン／熊本卓朗（KuwaDesign）　イラスト／武曽宏幸　DTP・印刷／リクルートメディアコミュニケーションズ、廣済堂
※校内で教材として使用する以外の本誌の記事・写真・図表などの無断転載を禁じます。

リクルートサービスを活用した指導実践例
　

五
稜
郭
に
近
い
函
館
中
心
部
に
建
つ
函

館
中
部
高
校
は
、創
立
1
1
5
年
を
迎
え

た
伝
統
校
。３
年
間
の
進
路
指
導
は
１
学
年

で
将
来
何
を
し
た
い
の
か
を
考
え
、２
学
年

で
は
学
部
学
科
調
べ
や
大
学
の
出
前
授
業
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を
通
し
て
志

望
を
絞
り
、３
学
年
で
は
目
標
を
決
め
て
志

望
校
合
格
を
目
指
す
と
い
う
流
れ
だ
。

　

１
学
年
で
は
、人
間
関
係
な
ど
の
ベ
ー
ス

を
つ
く
る
１
学
期
か
ら
進
路
に
向
か
う
２
学

期
に
切
り
替
わ
る
夏
休
み
に
、仕
事
に
つ
い

て
調
べ
、自
己
探
求
を
行
っ
て
未
来
像
を
展

望
す
る
宿
題
を
出
し
て
い
る（
左
図
）。

　

今
年
、進
路
指
導
部
の
今
田
祐
嗣
先
生

は
、身
近
な
職
業
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（Step1

）の
次
に『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』

か
ら
興
味
を
も
っ
た
人
を
２
人
選
び
、選
ん

だ
理
由
を
書
く
ワ
ー
ク（Step2

）を
追
加

し
、５
ス
テ
ッ
プ
の
ワ
ー
ク
を
作
っ
た
。

　

昨
年
ま
で
10
〜
11
月
に
行
っ
て
い
た
職
場

訪
問
を
N
P
O
と
連
携
し
た
起
業
家
教
育

に
切
り
替
え
た
た
め
、職
業
に
触
れ
る
機
会

を
増
や
す
目
的
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。「
仕
事

に
つ
い
て
知
る
だ
け
で
な
く
、〝
共
感
で
き
る

生
き
方
〞に
出
会
え
る
の
が
こ
の
本
の
い
い
と

こ
ろ
」（
今
田
先
生
）と
い
う
。

教
員
の
生
徒
理
解
に
も
役
立
ち

２
学
期
の
面
談
の
話
題
に

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
か
れ
た
職
業
人
へ
の

共
感
ポ
イ
ン
ト
や
興
味
を
も
っ
た
理
由
を
読

む
こ
と
で
、担
任
の
生
徒
理
解
が
深
ま
り
、

面
談
の
際
に
も
役
立
つ
と
い
う
思
わ
ぬ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
っ
た
そ
う
。

　

実
は
、生
徒
に
と
っ
て一
番
難
し
い
の
が
そ

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る「
自
分
の
興
味
や

得
意
な
こ
と
、長
所
を
挙
げ
る
」と
い
う
ワ
ー

ク（Step3

）。「
キ
ャ
リ
ア
教
育
＝
職
業
教

育
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
人
も
多
い
で
す

が
、生
き
方
を
考
え
る
、学
ぶ
の
が
本
来
の

姿
。客
観
的
に
自
分
を
見
な
が
ら
何
に
な
り

た
い
の
か
を
考
え
る
時
に
、職
業
人
と
の
出

会
い
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
」と
進
路
指
導

部
長
の
大
内
英
紀
先
生
。

　

最
後
の
ス
テ
ッ
プ
は「
そ
の
た
め
に
今
や
る

べ
き
こ
と
」を
考
え
る
こ
と
。「
今
や
り
た
い

こ
と
は
い
つ
か
変
わ
る
も
の
。
進
路
を
切
り

拓
く
筋
道
の
立
て
方
を
一
度
学
ぶ
こ
と
が
大

切
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
、語
れ
る
こ
と
は
面
接
に
も
、小
論
文
に

も
、将
来
に
も
生
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

（
大
内
先
生
）。

生徒数／714人（男子378人・女子336人）
普通科18学級
進路状況（2009年度）／大学・短大進学68.9%、専各進学1.7%、就職0.9%、その他25.5%
北海道函館市時任町11-3
電話／0138-52-0303　ＵＲＬ／http://www.kanchu-h.ed.jp/

じぶん未来
BOOK

「2010年　未来の旅～自分探しに出かけよう」
ワークシートのステップ

函
館
中
部
高
校

北
海
道

自
分
を
知
り
、将
来
を
考
え
る
ワ
ー
ク
に

『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』を
活
用

▶ 高等教育機関の経営層向け専門誌
  『カレッジマネジメント』の記事閲覧

▶ 進路指導・キャリア教育の専門誌
  『キャリアガイダンス』シリーズの記事閲覧

▶ 高等教育機関、高校生、
 進路選択に関する調査報告のダウンロード

▶ 「進路環境データ」や
 各種ワークシートのダウンロード

2010年版

「じぶん未来BOOK」
●発行予定：１学年５月～

自主的に行動する
きっかけ作りに

社会人50人へのインタビュ
ー記事を掲載。子どもの頃
に考えていたことから、今現
在の目標まで、夢をもって生
きている大人のナマの声か
ら、自分の未来をみつけるヒ
ントが得られます。

生徒や同僚を見ていて思わずクスッ、かなりびっくり！
そして世代間ギャップをしみじみ感じたり…。
今号のテーマは「最近、驚いたこと、おもしろいと思ったこと」

新卒22歳で働きはじ
めた同僚に、自分（35歳で
す）が昔大好きだった曲を「懐メ
ロ」って言われました。考えたら自分
が教師になった頃に教えた生徒と
同じ世代が教師になっているんだ
と思うと、驚きと同時にショック

でした。
（京都府）

生徒への接点を探るた
め、ＡＫＢ４８の話を熱く同僚に
語っていた私。ある日、私の机の上
にＡＫＢ４８のカップラーメンがあるのに
気づいた。どうやら私が本当のファンだ
と勘違いして買ってきたらしい。その後
も２個追加され、今や、私の大切な

非常食となっている。
（埼玉県）

新しい学年が始ま
って半年経ちますが、担
任によって本当にクラスの
色が変わることを実感してい
ます。おもしろいですね。

（北海道）

女子が多い学校な
のだが、前任校で一緒だ
ったヘビースモーカーの同
僚がタバコをやめ、授業前
にマウスウォッシュをしてい

く姿に驚いた。
（長野県）

「生徒の自主性
を尊重」と口癖のように
いう先生の子が、ガンガ
ン詰め込む進学校に入

学した。
（和歌山県）

温泉やスーパー
銭湯に行きたがる
生徒が増えている。
…なぜ？！
（福岡県）

Step1　「はたらく」とは？
身近な職業人にインタビュー。「どうしたらその仕事につけるか」「ついたい
きさつ」「苦労」「喜び」「その仕事に必要な資質」を聞き、自分なりの「はた
らく」ことの目的や意義を考える

Step2　いろいろな「仕事」を知ろう
『じぶん未来ＢＯＯK』から興味を持てる「仕事」や、共感できる生き方をし
ている「職業人」を２人探し、なぜそう思ったのかを記入

Step3　自己理解を深めよう
興味をもっていること、長所や得意なことを最低10挙げる

Step4　自分の未来を想像しよう
Step１～３をふまえて、５年後、15年後に「どこで」「何をして」いるか、やっ
てみたいことなどを具体的に書く

Step5　未来は、もう、はじまっている
Step４の理想の未来を考えた時、今、伸ばしたいもの、足りないもの、何を
しなければならないのかを考え、今後の高校生活で取り組むこと、頑張るこ
とを３つ宣言する

>> http://souken.shingakunet.com/

WEBサイトから小誌へのご意見・ご感想をお寄せください
『クラス担任のためのCareer Guidance』各号の紹介ページ下部、「ご意見やご感想をお聞かせください」
アンケートフォームにご入力ください。

　最近の子どもたちは、否定的な指導を受けると自尊感情が傷つき、か
えって意欲をなくしがちです。そんな意欲の低下がクラスの荒れにつなが
っていることも少なくありません。そこで役に立つのが、アドラー心理学の「勇気づけ」。子どもたちへのポ
ジティヴな言葉がけによって意慾を引き出す指導が大事です。
　例えばある男子生徒を女子生徒がたくさんいる前で叱り飛ばすと、叱った教師に対して非常に屈
折した感情を抱くようになります。叱るときは個別に、誉めるときはみんなの前で。特に、大勢の異
性の前で面子が丸つぶれになるようなことは決してしない。これがとても大切です。また、授業時間
になっても廊下でしゃべっている生徒たちに、「いつまでぐずぐずしているんだ！」と叱るのではなく、「授業
が始まる前には席に戻るようにできるよね」とポジティヴに声かけをしていく。相手のプライドを尊重し、「本
来はきちんとできる子である」という信頼にもとづいて具体的な行動を促していくのです。できていないとこ
ろばかりに着目して厳しく指導するのではなく、「できること」「すでにできていること」に着目して指導することが
大切です。身近な例で言えば、最近の公衆トイレで「きれいに使ってくださって、ありがとうございます」という貼り
紙を見かけますが、これも同じ発想です。
　生徒同士4人一組になり、各自が「これから頑張ろうと思うこと」を語り、ほかの3人が「できる。できる」と認め
ていくエクササイズや、生徒が互いに「今、頑張っていること」をみつける「がんばりみつけ」なども、クラスの雰
囲気をポジティヴにする効果があると思います。こうした実践の積み重ねで
クラスの雰囲気が前向きになると、クラスに規律が戻ってきます。

がんがん怒鳴ってばかりで生徒の反発を買うような
指導は、けっこう逆効果ですよ。

［回答者］
諸富祥彦（もろとみよしひこ）先生：
明治大学文学部教授、臨床心理士、
教育学博士。全国の悩める教師のた
めのセルフヘルピングやネットワーキ
ングを支援する“教師を支える会”
代表。http://morotomi.net/

進路指導部長
大内英紀先生（左）
自分で納得して目標を決めてほしい。
そこまで導くのが教師の仕事だと思
っています。

進路指導部
今田祐嗣先生（右）
生徒にはガツガツしてほしい。可能
性は無限、苦労の先にはいい結果
が待っていると伝えたいです。

うちの生徒は男女
の仲がすごく良い。しかし、
女子の権力がとても強い。こ
れは、最近のことなのか、それ
とも昔からなのだろうか…。

（神奈川県）
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